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We developed a projection device with Head Mounted Display through which 
visitors to Atomic Bomb Dome can see the 3D image of what the dome used to be before the 
dropping of the bomb.  This wearable device, based on the technology of augmented reality 
(AR), enables wearers to have a clear understanding of the effect of the bomb by showing 
the difference before and after the catastrophe, because the 3D image of Hiroshima 
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prefectural products museum is projected exactly where Atomic Bomb Dome is seen in the 
wearer's field of view. 
This development was carried out in the wake of our field interview for foreign 
visitors.  Many hoped that they would learn about Hiroshima prefectural products 
museum and some suggested that we build its life-size replica just beside the dome.  Since 
building it physically is out of the question, we struck on the idea of building it virtually 
utilizing AR technology. 
Technically, our device is composed of a Head Mounted Display available on the 
market and an original application we programed.  The difficulty of the development lay 
in the way of programing and installing the original software because its built-in installer 
could install only a few official applications for the hardware and therefore it might not 
execute any other original applications.  Even if it could, controlling built-in hardware 
devices, a camera in this particular case, was not guaranteed.  Through trial and error we 


































 図 1 に、現在の原爆ドームの外観を示す。 
 
｜ 34 ｜
- 35 - 
 
 
図 1 現在の原爆ドーム外観（筆者撮影） 
 
原爆ドームの元となった「広島県産業奨励館」





図 2 広島県物産陳列館正面図 
（出典：ヤン・レッツェル，広島市提供） 
 
 開館後 30 年目の 1945 年 8 月 6 日、2 機の観
測機とともに広島上空に飛来した、アメリカの
戦略爆撃機 B29 エノラ・ゲイ（Enola Gay）号
















 また、爆風により、爆心地から 500 m 以内で
は、強固な鉄骨建造物さえ破壊され、木造家屋
の倒壊は 2 km 以遠にまで及んだ 4)。 
 そのような状況の中、爆心地近傍においては、
鉄筋コンクリート造の広島県産業奨励館（約
160 m）、燃料会館（約 170 m）、帝国銀行広島






























が 1967 年に行われた 5)。 
 
2.3 世界遺産への登録 







「複合遺産」の 3 種類がある。2015 年 7 月現
在、1031 件（文化遺産 802 件、自然遺産 197
件、複合遺産 32 件）の世界遺産が記載されて
おり、このうち日本の世界遺産は 19 件（文化
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図 3 に、3D プリンタにより造形した広島県
産業奨励館の模型を、図 4 に、3DCG ソフトウ
ェアで設計した広島県産業奨励館のデータを、



















4.1 AR 技術による原爆ドームの実地撮影装置 













































以下の 4 点である。 
（1）透過型ヘッドマウントディスプレイ 本体 
（EPSON 社 MOVERIO BT-200AV） 
（2）BT-200AV 付属コントローラー 
（3） Miracast16)端末（EPSON 社 EHDMC10） 
（4）タブレット PC（ヒューレット・パッカー











 また、図 7 に映像を受信するための Miracast
端末（EPSON EHDMC10）を、図 8 に PC タ
ブレットを示す。 
 





図 8 タブレット PC  HP 社 ProSlate8 
（出典：HP  http://h50146.www5.hp.com/ 
product/business/pc/tablet/slate8/） 
 





































図 10 に、ChromeCast 追加後の実地投影装
置のハードウェア接続図を示す。 
 
図 10 ChromeCast 追加後の実地投影装置
のハードウェア接続図 






Miracast 端末の HDMI 入力用コネクタに差し
込む方式を採用した。ただし、タブレット PC































ストールする際に使用する Google Play が存在
しないため、メーカーが開発したソフトウェア
のみ実行可能と考えられていた。付属コントロ




































 開発マシンの OS は Windows で、アプリケ
ーションをビルド（構築）するための開発環境
には、ユニティ・テクノロジーズ社の Unity お






をビルドするためには PCに Android Studioが
インストールされていなければならないが、ビ
ルドの操作は Unity だけで可能であり、

























広島県産業奨励館の 3D 画像は、3DCG の
LightWave というソフトウェアで作成した。そ




























































の 3DCG 映像（別角度）（筆者作成） 
 





















































6 ） UNESCO （ United Nations Educational, 
Scientific and Cultural Organization）は、国際





然 遺 産 の 保 護 に 関 す る 条 約 （ Convention 
Concerning the Protection of the World 
Cultural and Natural Heritage）」は、第 17 回
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が決定された、1 対 1 の無線通信によるディスプ
レイ伝送技術である。PC タブレット上の映像を、
ディスプレイ上にミラーリング表示する能力を
有する。Miracast 接続は、Wi-Fi Direct を介し
て行われるため、標準的な Wi-Fi ネットワーク経
由でイーサネット接続を行うことはできない。 
17）「ChromeCast 端末」とは、Google 社が提供し
ている、ディスプレイ伝送のための端末である。
PC タブレットやスマホ上の動画を、ディスプレ
イ上にミラーリング表示する機能を持つ。非常に
小型であり、テレビの HDMI 端末に差し込むだ
けで、ミラーリングを実現できる。 
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